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２
月
13
日
、
太
田
安
規
市
長
が

選
挙
後
初
登
庁
し
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
や
市
職
員
か
ら
盛
大
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
玄
関
前
で
歓
迎
の
花
束

を
受
け
取
っ
た
太
田
市
長
は
、
笑

顔
で
応
え
、「
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一

意
専
心
頑
張
る
」
と
、
２
期
目
に

向
け
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
引
き
続
き
市
政
運

営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
期
目
の
４
年
間
で
は
、
県

下
で
も
先
駆
け
と
な
る
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
３

人
目
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化

な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
を
は

じ
め
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

施
策
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託

に
も
概
ね
応
え
ら
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
匝
瑳

市
に
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
こ

と
も
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 　

こ
の
４
年
間
を
謙
虚
に
振
り

返
り
、
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
の
気

持
ち
で
今
後
も
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

市
長
選
挙
に
あ
た
り
、
２
期

目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
、

「
安
心
・
安
全
」、「
産
業
振
興
」、

「
市
民
参
加
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
に
掲
げ
、
匝
瑳
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
重
点
施
策
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
健
康
や
生
き
が
い
を

感
じ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
健
康
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
」、

産
業
と
観
光
業
の
連
携
に
よ
る

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」、
計
画

的
な
「
都
市
基
盤
整
備
の
促

進
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

と
交
流
活
動
の
促
進
」、「
市
民

参
加
に
よ
る
市
政
の
推
進
」
の

５
つ
の
分
野
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
市
民

の
皆
さ
ん
に「
匝
瑳
市
に
住
ん

で
良
か
っ
た
」と
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
、
全

力
で
市
政
運
営
に
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
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62
歳

野
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新
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議
会
議
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介
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災
害
発
生
時
の
心
得

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
落
ち
着
い
た
行
動
を

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
が
発
生
す
る
と
公
共
交
通

機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
多
く

の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を
始

め
る
と
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か

ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す

る
危
険
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

災
害
時
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
救
助
、

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に

移
動
を
開
始
し
な
い
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
千
葉
県
で

は
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
と
徒
歩
帰
宅
支
援
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
水
道
水
、
ト
イ

レ
や
交
通
情
報
な
ど
を
可
能
な
範

囲
で
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
災
害
時
の
心
得
な
ど

○
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を
確

保
し
、
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
の

安
全
な
場
所
に
と
ど
ま
り
、
交
通

情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。

○
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
家
族

の
安
否
な
ど
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、

食
料
な
ど
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
消
防
防
災
班

☎
73
・
０
０
８
４

家
具
な
ど
固
定

転
倒
・
落
下
防
止
対
策

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
地
震

対
策
を
し
て
い
な
い
家
具
な
ど

は
、
転
倒
や
落
下
な
ど
を
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
下
敷
き
に

な
る
場
合
な
ど
状
況
に
よ
っ
て

は
、
け
が
を
負
っ
た
り
死
亡
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
散
乱
し
た
家
具
な
ど
で
、

避
難
が
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
家

具
な
ど
を
壁
に
固
定
す
る
な
ど
の

ほ
か
配
置
の
工
夫
、
ガ
ラ
ス
に
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な
ど
の

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
強
引
に
工
事
を
勧
め
る

悪
質
な
訪
問
業
者
な
ど
に
は
、
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
消
防
防
災
班

☎
73
・
０
０
８
４

税
の
申
告
は
３
月
17
日
（
月
）
ま
で

申
告
書
は
自
分
で
正
し
く
作
成

　

平
成
26
年
度（
平
成
25
年
分
）の

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
な

ど
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
は
、

３
月
17
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
期

限
間
近
は
窓
口
が
混
み
合
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
な
ど

は
自
分
で
正
し
く
作
成
し
て
早
め

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

作
成
済
み
の
申
告
書
の
提
出
は

郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
書
控
え
に
収
受
印
が
必
要
な

人
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
広
報
そ

う
さ
２
月
号
４
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

①
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
匝

瑳
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
25
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

②
勤
務
先
か
ら
匝
瑳
市
へ
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
人

（
勤
務
先
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
）

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
の
人

④
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
控

除
内
容
に
変
更
ま
た
は
追
加
の
あ

る
人
（
年
金
か
ら
引
か
れ
て
い
な

い
社
会
保
険
料
の
追
加
、
医
療
費

控
除
の
追
加
、
扶
養
の
変
更
ま
た

は
追
加
な
ど
）

⑤
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
の
所

得
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
の
人

※

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
、

提
出
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
無
収
入
だ
っ
た
人
な
ど

　

平
成
25
年
中
に
老
齢
や
無
職
な

ど
に
よ
り
所
得
の
無
か
っ
た
人
、

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
、
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
以
前
の
学
生
の

人
、
ま
た
は
非
課
税
所
得
（
遺
族

年
金
、
障
害
年
金
な
ど
）
の
あ
っ

た
人
な
ど
は
、
市
・
県
民
税
申
告

書
の
裏
面
に
そ
の
旨
を
記
入
の
上
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
の
軽
減
適
用
や
非

課
税
証
明
書
な
ど
の
発
行
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）。

◆
申
告
相
談
日
程

相
談
期
間…

３
月
17
日
（
月
）
ま

で
の
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

（
土
・
日
を
除
く
）

相
談
会
場…

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
野
栄
総
合
支
所

日
曜
申
告
相
談
日
／
会
場…

３
月

９
日
／
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※

株
式
や
土
地
・
建
物
を
売
っ
た

譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人
、
消
費
税

申
告
に
つ
い
て
は
、
銚
子
税
務
署

へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
時
の
お
願
い

　

申
告
書
の
作
成
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
人
は
、
申
告
書
、
印
鑑
、

証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
、
電
卓
、

筆
記
用
具
な
ど
を
持
参
の
上
、
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
の
あ
る
人

は
、
領
収
書
の
集
計
、
事
業
所
得

や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、

売
上
額
や
仕
入
れ
額
、
経
費
な
ど

の
集
計
を
事
前
に
済
ま
せ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

〒
２
８
９

－

２
１
９
８
匝
瑳
市
八

日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
役
所
税
務
課
市
民
税
班

☎
73
・
０
０
８
７

所
得
税
、
消
費
税
の
確
定
申
告
や

相
続
税
、
贈
与
税
に
つ
い
て

〒
２
８
８

－

８
６
６
６
銚
子
市
栄

町
２
丁
目
１
番
地
１
号

銚
子
税
務
署
（
郵
送
の
場
合
）

☎
０
４
７
９
・
22
・
１
５
７
１

週末は
何かがある！
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